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新オンライン申請システム
対応ソフトのご紹介
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画面は法務省の新オンライン申請システムの画面です。

法務省 新オンライン申請システム
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法務省 新オンライン申請システム

2011年2月14日AM8:30から法務省のオンライン申請システムは
新オンライン申請システムに切り替わりました。

(1)不動産登記、商業・法人登記、債権譲渡登記、動産譲渡登記。

対象手続

(2)電子公証、供託、成年後見（2012年度中に切替予定）。

（現行システムでの申請は2011年2月10日17：15分まで利用可能。）

切替時期

（2011年2月14日より切替）

(1)法務省の全手続きを対象としたシステムから登記・供託の専用システムへ

目的：登記・供託に関する専用オンライン申請システム

(2)高い信頼性と拡張性を持ち、登記固有の大量性、迅速性、双方性に対応

(3)電子署名を要しない乙号申請は申請情報の事前作成が不要

（かんたん証明書請求）
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法務省 新オンライン申請システム

現行システム
PCにインストールした申請書作成
支援ソフトで登記申請情報を作成し、
webブラウザ上でオンライン申請

システム

新システム
PCにインストールした申請用総合
ソフトで登記申請情報を作成し、
そのままオンライン申請

申請書作成支援ソフトで
登記申請情報を作成。

Webブラウザ上でオンライン申請
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法務省 新オンライン申請システム

新オンライン申請では、現行のシステムに比べて、環境設定の
簡素化を図っています。

別途、ドットネットフレームワーク３．０又は３．５サービスパ
ック１が必要です。
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法務省 新オンライン申請システム

その他比較
現行オンライン申請 新オンライン申請

データ管理

申請情報を自分で作成したフォ
ルダー上で管理しないといけな
い。申請したオンラインの処理
状況はwebに接続して確認の必
要があった。

申請用総合ソフトで申請
情報かの作成から電子
署名・送信・受付・補正・
電子公文書の受領まで
全ての作業が可能。

利用時間 ８:３０～２０：００ ８:３０～２１：００

申請書様式 ６５種類 １６５種類

添付ファイル
図面・・・XMLまたはTIFF

書類・・・PDF
左記と同じ

１申請当たりの容量
4MBまで

（添付ファイルは50個）

10MBまで
（添付ファイルは1500個）

（連件は50件まで）
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法務省 新オンライン申請システム

申請用総合ソフト 利用環境

対象手続 新オンライン申請で取り扱うすべての手続

CPU ８００MB以上（推奨）

メモリ １GB以上（推奨）

HDD ３００MB以上の空容量

ディスプレイ 1024×768以上（必頇）

OS
Windows XP（SP2必頇、SP3推奨）

Windows VISTA（32bit）

Windows 7（32bit)

ブラウザ Internet Explorer７ or ８（推奨）

その他
ドットネットフレームワーク ３．０ or ３．５（SP1）

Adobe Acrobat Reader（表示用）

ICカードR/W等付属機器
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法務省 新オンライン申請システム

かんたん証明書請求 利用環境

対象手続 登記事項証明書等の請求手続（webブラウザを利用）

OS
Windows XP（32bit版）

Windows VISTA（32bit版）（64bit版）

Windows 7（32bit版)（64bit版）

ブラウザ Internet Explorer７ or ８
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現行のオンライン申請対応商品

・書面申請・オンライン申請ともに対応。
・オンライン申請用の登記申請XMLファイル
や添付書類を表+内で作成。
・調査報告書にも対応。
・添付書類の書式が豊富

表+

・書面申請・オンライン申請ともに対応。
・オンライン申請情報を作成後、登記申請支援
ソフトにデータを送信。
・オプションでXML図面・TIFF図面作成可能。

TOWISE登記申請支援
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法務省提供 民間事業者提供

かんたん

証明書請求
（Web利用で

環境設定不要）

申請用総合ソフト
（専用アプリケーション）

XML連携方式
（専用アプリケーション）

Webサービス連携方式
（専用アプリケーション）

ウェブサイトから

請求書の作成、送信
を行う方式

申請者端末にインストールし
た「申請用総合ソフト」にお
いて，申請書の作成から公
文書の取得まですべての操

作を行う方式

民間事業者提供ソフト

で作成した申請データ

（申請書XML、添付ファイ

ル等）を申請用総合ソフト
に取り込んで申請する方

式

申請書の作成に加え、

署名付与や送信、

処理状況照会等すべて

の操作が可能

申請用総合ソフトは使用せず

自社ソフトで全て行う。

表+

法務省 新オンライン申請システム 対応

TOWISE文書

申請情報を連携
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表+
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表+は「Webサービス連携方式」で
新オンライン申請システムに対応します。

表+

そのまま
オンライン申請

表+内でオンライン申請がすべて完結します。

法務省のソフトは使用しません。
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表+

①表+でオンライン申請データの作成、添付ファイルの作成・
設定を行い、申請データセット作成

オンライン申請データの作成

添付書類の作成・設定

添付書類の電子署名

各
事
件
内
で
作
成

未送信一覧で申請
の設定を行う
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表+

表+で登記識別情報提供様式の作成が行えます
これまでは法務省の申請書作成支援ソフトで作成する必要がありましたが、

新オンライン申請では表+内で行えます。
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表+

②-1 未送信一覧で、対象を選択し電子署名

②-2 連件・同順位設定を行う場合は連件設定で順位を指定

未
送
信
一
覧
で
処
理
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表+

②-3 対象を選択し、送信

③-1 処理状況一覧から到達通知・受付通知を確認

未
送
信
一
覧
で
処
理

処
理
状
況
一
覧
で
処
理
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表+

③-2 電子納付（登録免許税等登記料の支払い）

④-1 登記完了後、完了証等（公文書）の確認

処
理
状
況
一
覧
で
処
理



18

表+

申請済みの案件は処理状況が一覧で確認できます。

処
理
状
況
一
覧
で
処
理
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表+ その他

見張り番機能で、進捗状況もタイムリーに確認可能です。

①オンライン申請の処理状況の更新

②法務省からの重要なお知らせの更新

③オンライン申請で利用する申請書様式
・登記所情報の更新
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表+その他の機能
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NTネットワークライセンス対応

表+がNTネットワークライセンスに対応しました。
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登記情報提供サービスで閲覧した登記簿情報から
テキスト情報として表+へ取得し、書類作成の入力情報として
利用することが可能。

登記情報提供サービス

表+

登記情報を取得

民事法務協会の登記情報提供サービス読取対応
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②表+から登記情報提供サービスを自動起動し、
目的の登記簿情報を表示

①表+で物件の所在・地番・家屋番号等を入力

◎登記情報提供サービスを表+から自動起動し、目的の登記簿
情報を取得。

民事法務協会の登記情報提供サービス読取対応

（登記情報提供サービスで閲覧した情報）
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民事法務協会の登記情報提供サービス読取対応

（解析後“表+”の登記情報に表示） 書類作成の初期データとして利用可能

（※）全部事項のみです。

※複数の物件の登記情報同時取得も可能。

③表+へ登記情報を読取り、書類作成で利用することにより、手入力が軽減

表+の書類データへ
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TOWISE登記申請支援
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TOWISE登記申請支援

TOWISEは「XML連携方式」で
新オンライン申請システムに対応しました。

申請情報を連動
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TOWISEで登記申請書類が作成可能。

TOWISE登記申請支援
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新旧のオンライン申請に対応。

TOWISE登記申請支援
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申請書がプレビューで確認。

TOWISE登記申請支援
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申請用総合ソフトにデータの取込み。

TOWISE登記申請支援

添付ファイル付きで申請データ出力。
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申請用総合ソフトに読込み。

TOWISE登記申請支援



ありがとうございました。


